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複雑な操作も短時間に習得でき、操作の習熟に時間がかかる 3D CADや 3D CGにおける設計作業の
効率化も期待される。
　2009 年 10 月に英国マイクロソフトリサーチ社ケンブ
リッジ研究所の N. Villar らのグループは複数の新し
いマルチタッチマウスのデザインと操作性評価に関す
る発表を行った 1）。
　1968 年に D. Engelbartらが発表したマウスの機能



























1）　 N. Villar et al., Mouse 2.0：Multi-touch Meets the Mouse, Proc. ACM UIST ’09, pp. 33─42, Oct. 2009. © 2009 ACM, 
Inc. http://doi.acm.org/10.1145/1622176.1622184
2）　 http://www.apple.com/magicmouse/










　3D CAD や 3D CG のモデラーではカメラ位置と向
き、画角などを頻繁に変更することが多く、アイコン選
択やキ 入ー力によるモ ドー切り替えとマウスを併用する
ことになるため、操作の習熟には時間がかかる。しか
し、マルチタッチマウスでは、従来のマウスよりも多く
の情報をモ ドーレスで入力することができる。そのた
め、複雑な操作も短時間に習得でき、さらに、3D 
CAD等の設計作業における生産性改善も期待される。
参考文献1）を基に科学技術動向研究センターにて作成
図表　赤外画像を用いたマルチタッチマウス
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